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資源循環局政策調整課

木村・伊澤

資源循環局政策調整課　

【内容】

【例年あげている議題か？】

【会議に参加している地区連長が、各地区の単会会長に何を伝えればいいのか？】
【各単会の会長に何を依頼したいのか？】（具体的に記入してください。）

【その他、注意することなど】

　Ｇ３０プラン、３Ｒ夢（スリム）プランに続くごみ処理計画として、「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計
画」を策定しました。本計画のもと、プラスチックごみの分別・リサイクルの拡大など、プラス
チックごみの削減を重点的に進めるとともに、３Ｒや安定的なごみ処理に取り組んでまいりま
すので、ご協力をお願いいたします。
◇　計画期間：2023（令和５）～2030（令和12）年度
◇　目標：燃やすごみに含まれるプラスチックごみを２万トン削減

計画冊子、概要リーフレットを市ウェブページに掲載しています。「ヨコハマ プラ5.3計画」で検
索してください。今後、広報よこはま２月号（市版）への記事掲載など、市民の皆様への周知・
広報を行ってまいります。

初めての議題ですが、10月区連会にて本計画素案に対するパブリックコメントの実施につい
て情報提供しており、今回、計画の策定についてお知らせするものです。

脱炭素社会の実現やＳＤＧｓの達成に向けて、プラスチック対策や食品ロスの削減をはじめと
した資源循環の取組の推進に、引き続き、ご協力をお願いいたします。
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計画の策定について【情報提供】 

 
１ 趣旨 

  日頃より、ごみの分別をはじめ、３Ｒの取組にご協力をいただきありがとうございます。 

昨年の 10月から 11月に実施しました計画素案に対するパブリックコメント等を踏まえ、

新たなごみ処理計画「ヨコハマ プラ 5.3（ごみ）計画」を策定しました。 

本計画のもと、プラスチックごみの削減を重点的に進めるとともに、３Ｒや安定的なごみ

処理に取り組んでまいりますので、ご協力をお願いいたします。 
 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

【単位会長】脱炭素社会の実現やＳＤＧｓの達成に向けて、プラスチック対策や食品ロスの

削減をはじめとした資源循環の取組の推進に、引き続き、ご協力をお願いいた

します。 

 

３ 計画の概要 

(1) 計画期間 

2023(令和５)～2030（令和 12）年度 

(2) 目標 

燃やすごみに含まれるプラスチックごみの量を２万トン削減 

(3) 計画名称に込めたメッセージ 

目標達成には、市民１人あたり年間 5.3kgのプラスチックごみを削減

する必要があります。「5.3」は「ごみ」と読むことができ、市民・事業

者・行政がプラスチックごみ削減に向けて協働し、将来世代に良好な環

境を引き継いでいくというメッセージを込め、「ヨコハマ プラ 5.3計

画」としました。 
 
４ その他 

広報よこはま２月号（市版）への記事掲載など、今後市民の皆様への広報・ 

周知を行ってまいります。 

計画冊子・概要リーフレットのデータについては、市ウェブページに掲載 

しております（右の二次元コードよりアクセス）。また、計画の概要リーフ 

レットについては、２月下旬より配布を予定しております。 
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